
関東地方整備局管内選定案件 【一般部門】

（山梨県・北杜市）環境保全活動「防災思想の普及と渓流環境の保全」

＜活動内容＞
昭和34年の台風による土石流災害で郷土を失った地域の復活とその災害の歴史を現代の
地域住民に知らしめ、渓流環境の保全管理や豊かな自然を守る地域づくりを目標として平成
11年に設立。地域の小学校の伝統行事となっている砂防校外授業（児童とその父兄約80名
参加）、防災フェアー＆甲斐駒清流ウォーク、渓流祭り、河川環境の整備（草刈り）等を実施
している。これらの活動により、地域の方の防災思想の普及と河川環境の向上につながって
いる。

＜地域活動団体＞
甲斐駒清流懇話会

＜対象となる社会資本＞
大武川、尾白川、はくしゅう道の駅
※管理者：関東地方整備局、北杜市

歴史的文化遺産を活かした地域振興とまちづくり
～住民主体のまちづくり～ （長野県・ 長野市）

＜活動内容＞
地元住民の参画を得て長野市が立案した「信州まるごと博物館構想」を実現するため、地元
有志により平成13年6月に設立。町内に埋もれていた歴史的文化遺産を住民自らが参画し
て発掘し、磨き上げて見える化し、点在する地域資源を結びつけ、点から線に・線から面に
と「まち歩きコース」を拡大（約40コース）。また、松代学講座の開催、まち歩き観光のための
冊子やパンプレットの発行等により観光客が20万人（平成13年）から50万人（平成30年）へ
と大幅に増加するなど、地域活性化に寄与している。

＜地域活動団体＞
特定非営利活動法人 夢空間松代のまちと心を育てる会

＜対象となる社会資本＞
登録有形文化財を中心とした町内にある歴史的建造物等
※管理者：長野市

松代の魅力・感動を伝える「まち歩き」 松代の歴史文化の学びの場「松代学講座」

砂防校外授業での土砂災害模型実験河川環境の整備（草刈り）


